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38 層設定し、１時間間隔でデータを出力する。データ作成の対象期間は、各年の 6-8 月である。 
今回、作成したデータセットは次の通りである。まず、再解析データを境界条件とする現在気
候データを作成した(1979-2011 年)。用いたデータは、再解析データ JRA-25(1.25 度格子)[7]と
0.25 度格子の海面水温[8] (1979-1981 年は、COBE-SST[9]を用いた)である。10km にダウンスケ
ーリングを行うために、30km 解像度の計算領域を介し、2回のネスティングを行う。次に、気候
モデルデータをダウンスケーリングした。今回用いたのは、気象研究所のグループが開発した水
平解像度約 20km (TL959)鉛直 60 層の超高解像度全球大気モデル (MRI-AGCM) によるタイムスラ
イス実験データである。現在気候(1979-2003 年)，将来気候(2075-2099 年)の各 25 年間を解析対
象とする。温室効果気体の濃度は、SRES A1B シナリオに基づいている。下部境界条件の海面水温
は、現在気候実験では、英国ハドレーセンターの HadISST データセットを用いている。将来気候







図１ モデルの計算領域(外側が 30km 解像度、内側が 10km 解像度)。 
 
数値気象モデルによるデータ作成は、東北大学サイバーサイエンスセンターのスーパーコンピ
ュータ SX-9 で行った。各年の 6-8 月の 3ヶ月分の JRA-25(MRI-AGCM)の 2(1)段階のダウンスケー
リングにかかる時間は、ノード内の 8CPU(ジョブクラス p8)を用いた MPI による並列処理で、約










り、ヤマセが卓越する時)の 6-8 月の地表気温の気候平均と偏差を図 2に示す。ここでは、稚内と
仙台の気圧差で定義され、ヤマセ卓越時の北高型の気圧配置をよく表すヤマセインデックス[12]












(左)JRA-25 と(右)10km ダウンスケーリングデータ。 
 
 





図 4には、八戸について、各データセットのヒストグラムと、観測値に対する Q-Q プロットを示
す。現在気候のデータセット(JRA-25 と MRI-AGCM)は観測に対しやや高温のバイアスを持つが、分









北日本全体の気温変動を表す第 1モード(寄与率 80%)、南北変動パターンを示す第 2モード(寄与







図 4 八戸における気温のヒストグラムと観測に対するモデルの気温の Q-Q プロット(6-8 月)。
気象官署における観測(灰色)、JRA-25 からのダウンスケーリングデータ(青)、MRI-AGCM からの現
在気候(赤)と将来気候(緑)のダウンスケーリングデータ。現在気候については 1979-2003 年で共
通で、将来気候は 2075-2099 年である。 
 
 


















































比較してみる(図 8)。これらの気候モデルは、気候変動に関する政府間パネル(IPCC)の第 5 次報
告書に用いられる、第 5期結合モデル相互比較計画(CMIP5)の気候モデルのうち、本稿作成時に入
手可能なものである。ここでは、CMIP5 に採用されている気候変動予測シナリオ(RCP: 
Representative Concentration Pathways)のうち、RCP4.5 のデータを用いた。気候モデル間で、
平均値の差は最大約 7hPa にもなり、変動幅の違いも大きいことがわかる(RCP8.5 でも同様な傾向
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